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２
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令
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七
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２
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２
５
年
）

八
月
号

八
月
号

吉
田
苞
竹
創
刊

吉
田
苞
竹
創
刊

昭
和
四
年
三
月
十
五
日
　（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
七
年
八
月
一
日
　
印
刷
納
本

令
和
七
年
八
月
五
日
　
発
　
　
行

第
九
十
八
巻
　
　
第
八
号
　
　
第
一
一
五
九
号

（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

昭
和
四
年
三
月
十
五
日
　（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
七
年
八
月
一
日
　
印
刷
納
本

令
和
七
年
八
月
五
日
　
発
　
　
行

第
九
十
八
巻
　
　
第
八
号
　
　
第
一
一
五
九
号

（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

書　

壇

定
価
　
八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

金
文
・
毛も

う

公こ
う

鼎て
い

　
中
国
・
西
周
晩
期

　
新
（
八
―
二
三
年
）
は
前
漢
の
外
戚
王お
う

莽も
う

が
前
漢
最
後
の
皇
太
子
、
わ
ず
か
二

歳
の
孺じ
ゅ
し
・
え
い

子
嬰
か
ら
皇
位
を
禅
譲
さ
れ
た
体て
い

を
装
っ
て
建
国
し
た
国
で
す
。
王
莽
は

自
ら
帝
位
に
就
き
、
古
代
周
王
朝
の
治
世
を
理
想
と
し
た
、
時
代
錯
誤
と
も
言
う

べ
き
復
古
的
な
制
度
を
導
入
せ
ん
と
改
革
を
急
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
官
僚
や
豪

族
の
反
感
を
買
い
、
農
民
の
反
乱
を
引
き
お
こ
し
、
た
っ
た
十
五
年
で
新
は
滅
亡

し
、
政
権
は
後
漢
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。

　
萊
子
侯
刻
石
の
原
石
は
清
の
乾
隆
五
七
（
一
七
九
二
）
年
に
山
東
省
鄒す
う

県
の
臥が

虎こ

山さ
ん

で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
鄒
県
の
孟
子
廟
に
あ
り
ま
す
。

　
萊
子
侯
と
い
う
人
物
が
一
族
の
百
余
人
を
養
え
る
特
別
な
田
地
を
定
め
た
の

で
損
壊
す
る
こ
と
な
く
子
孫
に
伝
え
る
よ
う
指
示
す
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

文
字
は
前
漢
に
通
行
し
て
い
た
隷
書
の
一
書
風
で
遒
し
ゅ
う

頸け
い

で
寛か
ん

綽し
ゃ
くで

あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
刻
も
後
漢
後
期
の
碑
の
よ
う
な
精
巧
さ
は
な
く
、
粗
い
刻
で
は
あ
り
ま
す
し
、

始
ま
り
と
最
後
の
二
行
で
も
随
分
様
子
が
違
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
却か
え

っ
て
味
が

あ
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
行
ご
と
に
界
格
、
界
線
と
い
わ
れ
る
罫
線
が
引
か
れ
、
横
も
段
ご
と
に
揃
っ
て

い
ま
す
。
周
囲
は
斜
線
で
囲
ん
で
お
り
、
独
特
の
意
匠
を
感
じ
ま
す
。
漢
代
の
画

像
石
や
石
刻
類
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
出
土
当
時
、
乾
隆
時
代
は
金
石
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
初
期
の
隷
書

資
料
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
萊
子
侯
刻
石
は
大
変
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

康こ
う

有ゆ
う

為い

は
「
全
漢
に
こ
の
体
な
し
。
け
だ
し
ま
た
偽
作
な
ら
ん
。」
と
言
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
こ
の
説
は
と
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
始
ま
り
の
「
始
建
国
」
は
新
の
最
初
の
元
号
で
、「
天
鳳
」
は
刻
さ
れ
た
時
の
元

号
で
す
。
当
時
の
習
慣
で
改
元
し
て
も
上
に
建
国
当
初
の
元
号
を
冠
し
た
も
の
の

よ
う
で
す
。�

（
髙
橋
彩
綏
）

18

古
典
逍
遙

萊ら
い

子し

侯こ
う

刻こ
く

石せ
き

　
新し

ん

　
天て

ん

鳳ほ
う

三
（
一
六
）
年
刻

52 cm × 75 cm
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定
価
八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

　令
和
七
年
八
月
一
日
印
刷

　令
和
七
年
八
月
五
日
発
行

書

　壇

　第
九
十
八
巻

　第
八
号

発
行
所 

公
益
財
団
法
人 

書
壇
院

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五̶

五̶

一̶

一
〇
一

印
刷
所 

日
本
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四̶

四
一̶

二
四

 

　
　
　東
池
袋
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

公益財団法人 書壇院　〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-5-1-101　TEL 03(6721)5701 FAX 03(6721)5702
ホームページ https://shodan-in.jp/

発
行
人 

宮

　下

　翠

　逕

事務取り扱い時間　午前9時半より午後5時まで
̶日曜・月曜（月曜が祝・休日の場合火曜も）・
 祝・休日及び年末年始はお休みです̶

◎
東
京
メ
ト
ロ�

「
神
谷
町
」（
日
比
谷
線
）	

徒
歩
5
分�

「
六
本
木一丁
目
」（
南
北
線
）	

徒
歩
8
分

泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

麻

布

台

ヒ

ル

ズ

書
壇
院
案
内
図

•••••••••••••••
•••••••••••••••書壇院ギャラリー案内書壇院ギャラリー案内

書壇院展審査会員・院友による書壇院展審査会員・院友による
第 17 回

書壇院 日本文の書展
　　Ⅰ　期　6月18日（水）〜6月26日（木）�

　　Ⅱ　期　6月28日（土）〜7月 ６ 日（日）�

　　Ⅲ　期　7月 9 日（水）〜7月 17日（木）�

　　時　間　午前10時～午後5時（入場は午後４時30分まで）

　　開館日　火曜日～日曜日

　　休館日　月曜日（月曜日が祝・休日の場合開館し、翌火曜日休館）

（
漢
字
臨
書
規
定
＝
8
頁
）

半
切
=
夫
抗
よ
り
古
今
ま
で
（
二
十
七
字
）

半
紙
=
斯
乃
德
音
道
俗
（
六
字
）

課 

題

古

典

研

究

比
丘
法
生
造
像
記
│
龍
門
│

︵
中
国
法
書
選
㉑
P.46
︶

夫
　
抗
　
音
　
投
　
㵎
。
美
　
惡
　
必
　
酬
。
振
　

服
　
依
　
河
。
長
　
短
　
交
　
目
。
斯
　
乃
　
德
　

音
　
道
　
俗
。
水
　
鏡
　
古
　
今
。
法
　
生
　
儌
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十
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回
書
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院
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半
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要
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…
…
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知
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地
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交
流
会
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…
…
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…
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…
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岩
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地
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…
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会
員
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…
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…
…
…
19

毎
日
書
道
展
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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…
…
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一
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九
回
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写
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・
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…
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…
…
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成
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…
…
…
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書
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院
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…
…
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…
…
…
…
…
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49

バ
ー
コ
ー
ド
券
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…
…
…
…
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…
…
…
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…
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50

応
募
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・
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書
出
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方
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古
典
逍
遥
…
…
…
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…
…
…
…
…

髙　

橋　

彩　

綏
… 

表
４

高
等
学
校
で
は
書
道
は
芸
術
科
の
科
目
で
す
。
し
か
し
小
学
二
年
生
か
ら
お
習
字
を

始
め
た
私
に
は
、
書
道
は
字
を
上
手
に
書
く
た
め
の
手
習
い
の
延
長
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
芸
術
と
い
う
の
は
ど
う
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

展
覧
会
に
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
上
手
く
書
け
た
か
そ
う
で
な
い
か
、
と
い

う
判
断
で
し
か
作
品
を
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
字
を
上
手
に
書
く
こ
と
ば
か
り
に
囚

わ
れ
て
い
て
作
品
を
創
作
し
て
い
る
意
識
は
薄
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
書
と
絵
画
と
は
共
通
す
る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

絵
の
勉
強
は
デ
ッ
サ
ン
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
デ
ッ
サ
ン
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、

い
い
絵
は
描
け
ま
せ
ん
。
デ
ッ
サ
ン
に
当
た
る
も
の
が
書
で
は
臨
書
で
し
ょ
う
。
字
を

上
手
に
書
け
る
と
い
う
こ
と
は
結
局
臨
書
に
よ
っ
て
基
礎
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
や
っ
と
こ
の
頃
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
の
作
品
制
作
で
す
。
大
事
な
の
は
構
成
で
す
。
配
字
や
字
形
、
墨
色
や
、

余
白
の
取
り
方
な
ど
細
か
い
気
遣
い
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
人
の
心
を
引
き
付
け
る
何

か
が
表
現
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
上
手
く
書
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
書
い
て
い
る
今
日
、
毎
日
書
道
展
の
鑑
別
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か

数
秒
で
入
落
が
判
断
さ
れ
ま
す
。
た
だ
丁
寧
な
字
を
並
べ
た
だ
け
で
は
心
を
つ
か
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
書
道
は
芸
術
で
す
。
芸
術
作
品
を
創
作
す
る
意
気
込
み
で

作
品
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
書
は
芸
術
」

宮み
や

下し
た

翠す
い

逕け
い

令
和
七
年
　
書
　
壇
　
八
月
号
　
目
次

水　

野　

澄　

篁

町　

田　

雨　

篁

佐　

藤　

節　

子

平　

井　

侗　

子

片　

野　

錦　

秋

小　

川　

紫　

𣴑

長　

澤　

幽　

篁

玉　

井　

菁　

雪

柳
　
澤
　
朱
　
篁

飯　

山　

素　

木

白　

鳥　

翔　

爽

星　

野　

静　

代

中　

山　

孤　

舟

町　

田　

玄　

洞

細
小
路　

洸　

玉

柴　

田　

李　

笙
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2

同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半切（135 × 35）

　
林
　
和
子
書

─
伊
藤
左
千
夫
の
歌
─
　

　
　庭
の
べ
の能

　
水み

づ徒

く
木
立
に爾

　
枝
た多

か可

く久

　
青
蛙
鳴奈

く
　
あ
け希

が可

た多

の乃

月
　
　
　（
か
な
墨
場
辞
典
）

─
王
昌
齡
詩
─
　

　
藤
原
豊
道
書

　	
	

ノ	
	

	
	

ノ	
	

	
	

	

ム	

ス
ル
　
レ
ン
ト	

	
	

ノ	
	

	

レ
ノ	

ニ
カ	

ル	
	

ノ

　	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ

　	

　
　
　
ッ
テ
カ	

	

マ
ン

　	
	

　
レ

梁
　
園
　
秋
　
竹
　
古
　
時
　
烟
。
城
　
外
　
風
　
悲
　
欲
　
暮
　
天
。
萬
　
乘
　
旌
　
旗
　
何
　
處
　
在
。
平
　
臺
　
賓
　

客
　
有
　
誰
　
憐
。
　
　（
唐
詩
選
通
解
）
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3

同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半　紙

　	
	

	
	

	
	

	

モ	
	

	

ト	
	

カ
ン

	
	

	
	

	
	

	

二	
	

	

一

雖
　
千
　
萬
　
人
　
吾
　
往
。

根 本 爽 穂 書

孟
子
句

小 西 　 充 書

黎
簡
句

　		
	

	
	

	

ク	

ノ	

カ
ニ	

	
	

ニ	

ガ	

シ

	
	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

　
レ

幽
　
竹
　
如
　
人
　
靜
。
閑
　
花
　
爲
　
我
　
香
。

有 賀 秋 竹 書

田
有
年
句

　
　	

	
	

	

ニ	
	

ヒ	

ヲ	
	

ギ	
	

ム	

ヲ

	
	

	
	

	
	

	

　
レ	

	
	

	
	

　
レ

雨
　
新
　
魚
　
吸
　
浪
。
風
　
過
　
鳥
　
銜
　
香
。

阿 藤 敬 子 書

松
尾
芭
蕉
の
句

　
　
　

石
山
の能

　
石
よ
り利

白
し
　
秋
の
風

03同人参考手本_25_08.indd   303同人参考手本_25_08.indd   3 2025/06/24   11:19:442025/06/24   11:19:44



　
菊
田
竹
子
書�

─
鄧
文
原
句
─

　

	

ヒ	

　
　
　

ス
レ
バ	

ニ	
	

ジ	

ニ	

セ	

ヲ　
　

ズ
レ
バ	

ヲ	
	

ツ	

ニ

	

　

レ	
	

　

レ	
	

	

　

レ	
	

　

レ	
	

　

レ	
	

	
　

レ

揮
　
毫
　
對
　
客
　
風
　
生
　
座
。
載
　
酒
　
論
　
詩
　
月
　
滿
　
篷
。
　
　
　（
墨
場
必
携
）

用
紙　

紅
星
牌

筆　
　

和
筆
・
中
鋒
一
号

4

書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用ください─

２尺×６尺額用

同　人　参　考　手　本

　
桑
山
戯
魚
書�

─
賈
島
詩
─

　
	

リ
テ	

ニ	

メ
バ	

	

ヲ	
	

	
	

	
	

	

ハ	

リ	
	

ニ	
	

	

リ	
	

ヲ

	
　

レ	
	

二	
	

一	
	

	
	

	
	

	
	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一

	

キ	
	

ヲ	
	

	

ジ	
	

ニ	

タ	

リ	
	

ノ	

ヲ	

ク	

ツ
ヲ	

	

ノ	

ヲ

	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一	
	

二	
	

	

一	

　

レ	

二	
	

	

一

倚
　
杖
　
望
　
晴
　
雪
。
溪
　
雲
　
幾
　
萬
　
重
。
樵
　
人
　
歸
　
白
　
屋
。
寒
　
日
　
下
　
危
　
峯
。
野
　
火
　

燒
　
岡
　
草
。
斷
　
𤇆
　
生
　
石
　
松
。
却
　
迴
　
山
　
寺
　
路
。
聞
　
打
　
暮
　
天
　
鐘
。
　
　（
五
言
律
詩
）

用
紙　

朝
陽
箋

筆　
　

和
筆
・
長
鋒

04同人参考作例_25_08.indd   404同人参考作例_25_08.indd   4 2025/06/24   11:20:112025/06/24   11:20:11



5

簾
─
画
数
の
多
い
字
な
の
で
横
画
は
細
く
し
ま
し
ょ
う
。

中
─
上
下
の
字
が
大
き
い
の
で
小
さ
め
に
。

樹
─
横
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

影
─
偏
の
上
部
を
つ
め
て
下
部
を
た
っ
ぷ
り
と
。

斜
─
最
終
画
を
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

八
月
五
日
締
切
（
行
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
48
頁
参
照

玄
位
～
六
位
課
題

簾
中
樹
影
斜
─
李
賀
─

（
簾
中
　
樹
影
斜
め
な
り
。）

す
だ
れ
の
中
に
は
樹
影
が
斜
め
に
入
る
。

上
位
・
準
上
位
課
題

宸
章
類
河
漢 半

紙
縦
書

奉
和
垩
製
暮
春
送

朝
集
使
歸
郡
應
制王維

垩せ
い

製せ
い

暮ぼ

春し
ゅ
んに
朝て
う

集し
ふ

使し

が

郡ぐ
ん

に
歸か
へ

る
を
送お
く

る
を
奉ほ
う

和わ

す
應お
う

制せ
い�
王お
う

維い

萬
國
仰
宗
周

萬ば
ん

國こ
く

宗そ
う

周し
う

を
仰あ
ふ

ぎ

衣
冠
拜
冕
旒

衣い

冠く
わ
ん

冕べ
ん

旒り
う

を
拜は
い

す

玉
乘
迎
大
客

玉ぎ
ょ
く

乘じ
ょ
う

大た
い

客か
く
を
迎む
か
へ

金
節
送
諸
侯

金き
ん

節せ
つ

諸し
ょ

侯こ
う

を
送
る

祖
席
傾
三
省

祖そ

席せ
き

三
省し
や
うを

傾か
た
むけ

褰
帷
向
九
州

褰け
ん

帷ゐ

九
州し
う

に
向む
か

ふ

楊
花
飛
上
路

楊や
う

花く
わ

上じ
や
う

路ろ

に
飛と

び

槐
色
蔭
通
溝

槐く
わ
い

色し
よ
く

通つ
う

溝こ
う
に
蔭い
ん

す

來
預
鈞
天
樂

來き
た

つ
て
鈞き
ん

天て
ん

の
樂が
く

に
預あ
づ
かり

歸
分
漢
主
憂

歸か
へ

つ
て
漢か
ん

主し
ゆ

の
憂う
れ
へを

分わ
か

つ

宸
章
類
河
漢

宸し
ん

章し
や
う

河か

漢か
ん

に
類る
ゐ

し

垂
象
滿
中
州

垂す
ゐ

象し
や
う

中ち
ゆ
う

州し
う
に
滿み

つ

　
参
考
手
本
　
玄
位
～
六
位
　
横よ
こ

山や
ま

菁せ
い

絢け
ん

書

05漢字規程_25_08.indd   505漢字規程_25_08.indd   5 2025/06/24   11:20:392025/06/24   11:20:39



6

極
位
・
準
極
位
課
題

か
き
分わ

け
て　

折を

れ
ば
露
こ
そ　

こ
ぼ
れ
け
れ　

浅あ
さ

茅ぢ

に
ま
じ
る　

撫な
で
し
こ子

の
花

（
西
行
）

妙
位
〜
６
位
課
題

群む
ら

鳥
の乃　

浮う

き
て
た多

だゝ
よ
ふ　

大（
お
ほ
ぞ
ら
）
空
を　

な那

が可

め
し
ほ保

ど
に耳　

夏
は八

暮く

ら
し
つ

（
曽
禰
好
忠
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

福ふ
く

谷た
に

玲れ
い

子こ

書

　

伸
び
や
か
な
線
を
心
が
け
ま
し
た
。

半
紙
縦
書

八
月
五
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

48
頁
参
照

06かな規定_25_08.indd   606かな規定_25_08.indd   6 2025/06/24   11:21:042025/06/24   11:21:04



7

本
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
書
壇
誌
に
掲
載
さ
れ
た
大
久
保
楓
紅
先
生
（
一
九
一
九

～
二
〇
〇
二
）
の
作
品
を
参
考
手
本
と
し
て
転
載
し
て
い
ま
す
。

山
野
の
草
原
に
咲
く
野
あ
ざ
み
を
描
き
ま
す
。
化
粧
用
の
眉
刷
毛
に

似
た
紅
紫
色
の
花
で
す
。

先
ず
花
、
萼
、
葉
、
の
順
で
描
き
ま
す
。

花
は
筆
に
洋
紅
を
つ
け
先
に
群
青
を
一

寸
つ
け
て
側
筆
で
か
き
ま
す
。
葉
脈
を
墨

で
入
れ
最
後
に
草
を
適
当
に
描
き
ま
す
。

上
の
描
法
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

讃
は
、「
野
花
人
を
留
む
」
で
す
。

参
考
手
本
　
大
久
保
楓
紅
画

─
野
あ
ざ
み
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
四
九
）�

大お
お

久く

保ぼ

　
楓ふ
う

　
紅こ
う

※
横
三
十
五
セ
ン
チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙

紙
半
切
五
分
の
一
）の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

八
月
五
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
48
頁
参
照

07南画規定_25_08.indd   707南画規定_25_08.indd   7 2025/06/24   11:21:322025/06/24   11:21:32



8

　
比
丘
法
生
造
像
記
「
景
明
四
年
（
五
〇
三
）」
は

龍
門
造
像
記
を
代
表
す
る
二
十
品
に
属
し
河
南
省
の

古
都
洛
陽
の
南
郊
十
四
km
程
の
処
に
あ
る
龍
門
石
窟

の
う
ち
古
陽
洞
南
壁
上
段
に
掘
り
抜
か
れ
て
い
る
。

洞
内
の
釈
迦
像
の
台
座
中
央
に
刻
さ
れ
た
銘
は
、
龍

門
造
営
に
参
画
し
た
僧
侶
の
一
人
と
言
わ
れ
る
比
丘

法
生
が
孝
文
帝
、
北
海
王
母
子
を
供
養
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
造
像
記
の
書
は
古
く
は
あ
ま
り
評
価
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
時
代
が
下
り
清
朝
に
い
た
り
書
法
や
意
外
性

の
あ
る
造
形
美
が
注
目
さ
れ
推
奨
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
造
像
記
の
一
般
的
な
特
色
と
し
て
は
、
何

と
言
っ
て
も
方
筆
に
よ
る
起
筆
と
収
筆
、
骨
格
の
確

か
さ
と
、
力
強
い
筆
力
。
激
し
い
ま
で
の
点
に
於
け

る
感
覚
的
な
鋭
角
性
。
ま
た
転
折
に
於
け
る
独
特
な

書
き
方
等
、
新
鮮
な
驚
き
と
創
造
力
を
刺
激
し
て
く

れ
る
。

　
課
題
の
比
丘
法
生
造
像
記
の
特
色
に
目
を
転
じ
た

時
、
全
体
的
に
は
方
筆
に
よ
る
入
筆
の
力
強
さ
を
感

じ
る
も
の
の
、
円
筆
に
よ
る
転
折
に
円
み
を
も
た

せ
、
そ
の
書
風
は
何
処
か
平
穏
な
感
を
抱
か
せ
温
厚

に
引
き
締
ま
っ
て
見
え
る
。

　
臨
書
に
当
た
っ
て
は
、
方
筆
の
鋭
さ
に
一
部
隷
風

を
加
味
し
た
書
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
一
人
ひ
と
り

個
性
的
な
作
品
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

比び

丘く

法ほ
う

生し
ょ
う

造ぞ
う

像ぞ
う

記き

―
龍り

ゅ
う

門も
ん

―

　
中

山

孤

舟

臨
　
　
半
切
参
考
手
本
（
上
位
〜
六
位
）

山や
ま

村む
ら

爽そ
う

翠す
い

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
〜
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
49
頁
参
照

中な
か

山や
ま

孤こ

舟し
ゅ
う

八
月
五
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_25_08.indd   808漢字臨書規定_25_08.indd   8 2025/06/24   11:21:582025/06/24   11:21:58



9

　

極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
㉖
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

佐さ

藤と
う

節せ
つ

子こ

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

な
つ
や
ま
の　

み三

ね
の
こ
ず須

ゑ恵

し　

た
か可

け介

れ
ば

な
つ
や
ま
の
　
み三

ね
の
こ
ず須

ゑ恵

し
　
た
か可

け介

れ
ば
　
そ所

ら
に尓

ぞ所

せ
み
の能

　
こ
ゑ恵

も
き
こ
ゆ
る

課
題
の
歌
は
、
夏
山
の
峰
に
あ
る
木
々
の
梢
は
高
い
所
に
あ
る
の
で
、
鳴
く
蝉
の
声
も
空
中
で
鳴
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
、
と
詠
ん
だ
作
者
未
詳
歌
。
筆
線
の

太
さ
の
変
化
が
際
立
つ
巧
妙
な
書
き
振
り
の
一
首
で
す
。
一
行
目
「
な
」
の
書
き
出
し
は
、
筆
圧
を
か
け
太
く
短
く
、
二
筆
目
は
細
く
鋭
く
。
初
句
は
側
筆
を
交
え
て
ゆ
っ

た
り
と
書
き
ま
す
。
二
、
三
句
目
は
文
字
の
傾
き
を
微
妙
に
変
え
て
趣
を
表
出
。
二
行
目
は
墨
を
保
ち
な
が
ら
整
然
と
書
き
、
終
句
半
ば
で
墨
継
ぎ
を
し
て
安
定
感
を
生
じ

て
い
ま
す
。
明
る
く
格
調
高
い
古
筆
の
美
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
心
穏
や
か
に
筆
を
運
び
ま
し
ょ
う
。�

（
星
野
静
代
）

八
月
五
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　

伊
予
切　

 

─
八
─　
　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

49
頁
参
照

09かな臨書規定_25_08.indd   909かな臨書規定_25_08.indd   9 2025/06/24   11:22:222025/06/24   11:22:22
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8 月 5 日締 切 日　本　文

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ　

参
考
手
本　

桑く
わ

山や
ま

戯ぎ

魚ぎ
ょ

書

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
ヨ
コ

②
半
紙
規
定
　
タ
テ

参
考
手
本

　

鈴す
ず

木き

啓け
い

佳か

書

あ
さ
が
ほ
の　

裏
を
見
せ
け
り　

風
の
秋�

（
森
川
許
六
）

夕
立
の　

雲
も
と
ま
ら
ぬ　

夏
の
日
の　

か
た
ぶ
く
山
に　

ひ
ぐ
ら
し
の
声
（
聲
）　　
　
（
式
子
内
親
王
）

次
の
字
へ
次
の
字
へ
と
リ
レ
ー
を
す
る
よ
う
に
書

き
ま
し
た
。

次
号
課
題

　（
予
告
）

　
48
頁
参
照
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《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
今
月
の
課
題
は
「
無
恙
」
で
し
た
。

配
置
し
易
い
二
字
句
で
す
。

　
心
の
形
に
各
々
の
工
夫
を
見
ま
し

た
。

規
定 

〇
蘭
陽
さ
ん
、
切
れ
の
あ
る
爽
や
か

な
刻
風
で
す
。
無
の
中
央
部
の
壊

れ
方
も
奥
行
き
を
演
出
し
、
功
を

奏
し
ま
し
た
。

〇
流
芳
さ
ん
、
二
字
を
離
す
章
法
が

効
果
的
で
す
。
鈐
印
も
申
し
分
あ

り
ま
せ
ん
。

〇
水
心
さ
ん
、
元
朱
文
印
の
風
味
の

あ
る
精
緻
な
作
品
で
す
。
無
の
上

部
密
画
に
比
し
て
、
恙
の
疎
画
感

が
や
や
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

恙
は
筆
画
を
上
側
に
寄
せ
て
密
感

を
見
せ
、
心
部
の
下
垂
左
右
に
空

間
を
取
る
方
法
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

〇
賢
さ
ん
、
サ
ク
サ
ク
と
し
た
小
気

味
良
い
刀
法
と
、
心
の
字
法
が
活

き
て
い
ま
す
。
上
側
左
右
角
を
や

や
落
と
す
べ
き
か
否
か
、
一
考
の

余
地
あ
り
で
す
。

随
意 

　
摹
刻
課
題
は
「
軍
假
候
印
」
で
し

た
。

〇
蘭
陽
さ
ん
、
満
白
の
風
合
い
が
見

事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
水
心
さ
ん
、
呉
譲
之
「
學
然
後
知

不
足
」
の
摹
刻
作
品
で
す
。
原
印

を
よ
く
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
次
回
よ
り
摹
刻
の
出
典
（
刻
者

名
）
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
　�『
書
壇
』
七
月
号
　
規
定
参
考
印
影
が
裏
返
し
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

益ま
す

　
滿み
つ

　
丁て
い

　
盦あ
ん

（
二
六
九
）

八
月
五
日
締
切
課
題

○
規
定
「
清
風
一
榻
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○�

51
・
52
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

清
風
一
榻
（
せ
い
ふ
う
い
っ
と
う
）
爽
や
か
な
一
陣
の
風
の
訪
れ
。
榻
は
腰
掛
。
李
日
樺
『
竹
』
よ
り

小
林
　
　
賢
　鈴

木
　
水
心
　

九
月
五
日
締
切
規
定
予
告

 　
　
「
護
封
」

規
定
参
考
　 

益
滿
丁
盦
作

柴
　
　
蘭
陽
　

堀
　
　
流
芳
　

鈴
木
　
水
心
　

 

摹
刻
参
考

紹
弓
氏
（
丁
敬
）

柴
　
　
蘭
陽
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